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堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
（
以
下
、
堂
ビ
ル
）
と

聞
い
て
、
現
在
の
大
阪
の
方
が
ど
れ
く
ら
い

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？　

外
観
は
現
代
建
築
の

装
い
な
の
で
、
実
は
戦
前
に
建
て
ら
れ
た
近

代
建
築
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
方
も
少
な
い

か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
堂
ビ
ル
こ
そ
戦
前
の
大
大
阪
時

代
を
代
表
す
る
ビ
ル
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
に
竣
工
し

た
堂
ビ
ル
は
、
同
年
に
竣
工
し
た
東
京
の
丸

ノ
内
ビ
ル
ヂ
ン
グ
と
肩
を
並
べ
「
東
の
丸
ビ

ル
、
西
の
堂
ビ
ル
」
と
称
さ
れ
た
ほ
ど
の
存

在
で
あ
っ
た
。

　

大
大
阪
と
は
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
）、

第
二
次
市
域
拡
張
に
伴
い
、
大
阪
市
の
人
口

が
東
京
市
を
抜
き
、
世
界
で
も
５
、
６
位
を

争
う
都
市
と
な
っ
た
こ
と
が
由
来
の
一
つ
だ
。

大
大
阪
を
牽
引
し
た
の
は
、大
正
12
年
に
第

7
代
大
阪
市
長
に
就
任
し
た
関
一
で
あ
る
。

　

当
時
、
豊
臣
秀
吉
以
来
の
近
世
の
町
割
を

基
に
し
た
大
阪
は
、
急
速
な

商
工
業
化
の
た
め
交
通
や
住

環
境
に
大
き
な
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
関
は
東
京
高
等
商

業
学
校
（
現
一
橋
大
学
）
で

社
会
政
策
・
都
市
政
策
を
研

究
し
て
い
た
学
者
だ
っ
た
が
、

大
正
3
年
（
１
９
１
４
）
に

大
阪
市
の
助
役
に
迎
え
ら
れ
、大
正
8
年（
１

９
１
９
）
に
は
大
阪
市
区
改
正
設
計
（
都
市

計
画
の
こ
と
）
を
と
り
ま
と
め
た
。
そ
し
て

大
正
10
年
（
１
９
２
１
）、
御
堂
筋
や
高
速

鉄
道
（
地
下
鉄
）
を
含
む
、
第
一
次
都
市
計

画
事
業
が
内
閣
か
ら
認
可
さ
れ
る
。

　

６
m
程
度
し
か
な
か
っ
た
御
堂
筋
は
、
幅

員
約
43
・
６
m
、
全
長
約
4
㎞
ま
で
拡
幅
さ

れ
た
。
そ
の
新
し
い
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
沿

い
に
燦
然
と
輝
い
た
の
が
堂
ビ
ル
で
あ
っ
た
。

　

堂
ビ
ル
は
、
大
正
8
年
に
公
布
さ
れ
た
市

街
地
建
築
物
法
（
後
の
建
築
基
準
法
）
の
軒

高
上
限
で
あ
る
百
尺
（
約
31
m
）
い
っ
ぱ
い

の
高
さ
ま
で
建
て
ら
れ
た
大
阪
で
初
め
て
の

ビ
ル
で
も
あ
る
。

　

実
は
御
堂
筋
の
拡
幅
が
決
ま
っ
た
た
め
、

大
江
橋
の
す
ぐ
北
側
、御
堂
筋
に
面
し
て
建
つ﹁
堂
ビ
ル
﹂こ
と
堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
。

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
外
観
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
が
、

実
は
大
正
時
代
に
竣
工
し
た
御
堂
筋
初
の
近
代
的
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
だ
っ
た
。

い
よ
い
よ
１
０
０
周
年
に
手
が
届
き
そ
う
に
な
っ
て
き
た
堂
ビ
ル
で
は
、

現
在
、記
念
誌
の
制
作
が
進
行
中
。ま
た
、10
月
の﹁
イ
ケ
フ
ェ
ス
大
阪
﹂に
も
参
加
。

ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
御
堂
筋
の
老
舗
ビ
ル
の
歴
史
を
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。

堂
ビ
ル

　
　
　
年

物
語
。

1
0
0│

古
く
て
新
し
い

 ﹁
大
大
阪
﹂の
顔

文
／

三
木 

学　
取
材
協
力・資
料
提
供
／
堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ

み
き・ま
な
ぶ
　
文
筆
家・編
集
者・色
彩
研
究
者
。独
自
の
イ
メ
ー
ジ
研
究
を
基
に
、ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
を
横
断

し
た
著
述・編
集
を
行
う
。都
市
や
ア
ー
ト
作
品
の
色
彩
分
析
を
多
数
行
う
ほ
か
、大
阪
の
建
築
に
つい
て
の
執
筆

や
著
書
も
多
く
、現
在
、橋
爪
紳
也
監
修
の
も
と『
株
式
会
社
堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
1
0
0
年
史
』の
制
作
も
担
当
。

最
新
刊
の『
新・大
阪
モ
ダ
ン
建
築
』（
橋
爪
紳
也・髙
岡
伸
一と
の
共
編
著・青
幻
舎
）が
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
。

建設予定図を見ると、御堂筋の拡幅により沿道側の敷
地が削られたことがわかる。破線が拡幅後を示すライン。

大
大
阪
と

堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
。

御
堂
筋
の
拡
幅
に
よ
り
、

計
画
を
変
更
。

2

島民_Vol_131.indd   2 2019/08/23   15:23



建
設
予
定
の
敷
地
か
ら
西
と
北
の
約
２
０
０

０
㎡
（
約
６
０
０
坪
）
を
大
阪
市
に
無
償
で

譲
渡
、
当
初
の
半
分
近
い
２
５
０
０
㎡
（
約

７
５
０
坪
）
の
敷
地
面
積
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
4
階
建
て
の
計
画
か
ら
9
階
建
て
（
地

下
1
階
）
の
高
層
ビ
ル
に
変
更
し
た
の
だ
。

　

百
尺
は
戦
後
、
御
堂
筋
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

を
揃
え
る
基
準
に
な
る
が
、
当
時
と
し
て
は

異
例
の
高
さ
だ
っ
た
。
テ
ラ
コ
ッ
タ
な
ど
の

茶
色
の
タ
イ
ル
が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
に
、

象
牙
色
の
ビ
ル
は
、
ま
だ
ま
だ
瓦
屋
根
の
雲

海
が
広
が
る
大
阪
市
内
の
中
で
、
ひ
と
き
わ

輝
い
て
い
た
と
い
う
。
ビ
ル
の
外
観
や
中
か

ら
見
た
眺
望
は
絵
葉
書
に
な
っ
た
り
、
小
出

楢な
ら
し
げ重

や
石
井
柏は

く
て
い亭

な
ど
の
多

く
の
画
家
の
モ
チ
ー
フ
に
も

な
っ
た
。

　

さ
て
、
堂
ビ
ル
を
つ
く
っ

た
実
業
家
・
橋
本
喜き

造ぞ
う

は
も

と
も
と
大
分
県
出
身
で
、
叔

父
で
あ
る
橋
本
雄
造
の
養
子

と
な
り
、
雄
造
が
長
崎
県
で

開
い
て
い
た
橋
本
商
店
に
入

店
す
る
。
雄
造
は
明
治
維
新

後
、
輸
入
商
で
財
を
な
し
、

船
舶
業
を
し
て
い
た
。
長
崎

商
業
高
校
卒
業
後
に
上
京
。

東
京
外
国
語
大
学
卒
業
後

（
諸
説
あ
り
）に
ア
メ
リ
カ
に

遊
学
。
タ
ン
カ
ー
船
で
働
き
、

世
界
中
を
航
海
す
る
中
で
、

世
界
の
事
情
に
精
通
し
て
い

く
。
帰
国
後
、
橋
本
商
店
船

舶
部
を
引
き
継
い
だ
。

　

日
露
戦
争
後
の
サ
ル
ベ
ー
ジ
業
（
船
舶
の

引
き
揚
げ
）、
海
運
事
業
で
成
功
し
た
後
、

神
戸
に
進
出
。
橋
本
汽
船
の
ほ
か
、
汽
船
会

社
を
複
数
立
ち
上
げ
る
。
そ
ん
な
中
、
第
一

世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
の
浮
流
機
雷
の
た
め
に

船
舶
を
失
う
な
ど
を
し
た
経
験
か
ら
、「
陸

の
上
に
沈
ま
ぬ
船
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
流

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
構
想
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ビ
ル
群
の
勃
興
を
見
て
、
い
ち
早
く

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
時
代
を
予
見
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

　

そ
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
大
正
６
年

（
１
９
１
７
）、
神
戸
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
ビ
ル
（
後
の
橋
本
汽
船
ビ
ル
）
を
建
設
。

設
計
は
当
時
、
竹
中
工
務
店
に
在
籍
し
て
い

た
藤
井
厚
二
（
後
の
京
都
帝
大
学
建
築
学
科

教
授
）、
竹
中
工
務
店
の
施
工
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
計
画
し
、
堂

島
川
畔
の
大
江
橋
北
詰
、
梅
田
新
道
沿
い
の

約
４
６
０
０
㎡
（
約
１
４
０
０
坪
）
を
鈴
木

商
店
な
ど
か
ら
取
得
す
る
。

　

そ
の
後
、
当
時
神
戸
に
本
社
の
あ
っ
た
竹

中
工
務
店
の
創
業
者
、
14
代
竹
中
藤と

う
え
も
ん

右
衛
門

と
密
に
会
合
を
行
っ
て
い
る
。
実
質
的
に
、

堂
ビ
ル
は
橋
本
喜
造
と
竹
中
藤
右
衛
門
、
橋

本
汽
船
と
竹
中
工
務
店
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
初
期
の
取

締
役
に
は
藤
右
衛
門
の
ほ
か
、
鈴
木
商
店
の

専
務
な
ど
も
お
り
、
神
戸
の
企
業
家
た
ち
の

大
阪
進
出
の
母
艦
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

橋本喜造（1872〜1947）
大分県中津生まれ長崎県育ち。実業
家・政治家。堂島ビルヂング、橋本汽船
などを創業した。

竣工当時の堂島ビルヂング。
玄関のアールと幾何学的な
塔屋の意匠、白い象牙色の
煉瓦張りが印象的。ファサー
ドの前がセットバックしている。
写真提供／竹中工務店

﹁
陸
の
上
に

沈
ま
ぬ
船
﹂。
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大
正
9
年
（
１
９
２
０
）
4
月
、
喜
造
ら

は
伊
藤
萬
助
（
後
の
イ
ト
マ
ン
創
業
）、
野

村
徳
七
（
後
の
野
村
証
券
創
業
）
ら
の
出
資

を
得
て
、
建
設
母
体
と
な
る
株
式
会
社
堂
島

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
設
立
。
最
初
は
大
阪
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
次
に
大
阪
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
と
命
名
さ
れ
て
い
た
が
、
大
阪
汽
船
が

同
名
の
ビ
ル
（
現
ダ
イ
ビ
ル
本
館
）
を
計
画

し
て
い
た
こ
と
を
知
り
堂
島
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

に
改
名
、
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
、
株

式
会
社
堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
日
本
で
も
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
ビ
ル
は
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
高
層

ビ
ル
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ

カ
人
建
築
家
に
設
計
を
依
頼
し
た
り
、
東
京

の
丸
ビ
ル
が
三
菱
と
フ
ラ
ー
社
で
合
弁
会
社

を
つ
く
っ
て
建
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ

カ
の
施
工
会
社
と
提
携
し
て
技
術
導
入
す
る

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

堂
ビ
ル
に
関
し
て
も
、
藤
右
衛
門
が
フ
ラ

ー
社
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
り
、
松
方
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
美
術
館
設
計
の
た
め
に
来
日
し

て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
建
築
家
・
妻

沼
岩
彦
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
記
録

が
あ
る
。
そ
し
て
、
藤
右
衛
門
は
、
妻
沼
に

設
計
を
依
頼
す
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

事
務
所
を
訪
問
し
て
基
本
設
計
契
約
を
交
わ

す
。
同
時
に
島
本
四
郎
（
後
の
竹
中
工
務
店

東
京
支
店
初
代
設
計
部
長
）
に
担
当
を
任
せ
、

妻
沼
事
務
所
に
預
け
た
り
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
基
本
設
計
を
し
て
い
る
途
中
で
、

御
堂
筋
の
拡
幅
が
決
定
し
、
大
幅
に
変
更
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
基
本
設
計
を
尊

重
す
る
と
い
う
合
意
の
下
に
、
設
計
を
竹
中

工
務
店
が
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
担

当
者
が
、
後
の
初
代
設
計
部
長
・
鷲
尾
九
郎

で
あ
る
。同
時
に
設
計
顧
問
を
武
田
五
一（
京

都
帝
大
学
建
築
学
科
教
授
）
に
依
頼
。
構
造

設
計
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
権
威
で

あ
っ
た
、
日
比
忠
彦
（
京
都
帝
大
土
木
学
科

教
授
）の
教
え
子
に
あ
た
る
藤
井
彌
太
郎（
後

の
設
計
部
計
算
部
長
）
が
担
当
し
た
。
一
方
、

妻
沼
事
務
所
に
残
っ
た
島
本
も
作
業
を
続
け

て
い
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
堂
ビ

ル
は
、
日
米
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
が
取
り
組
ん

だ
記
念
碑
的
な
建
築
で
も
あ
る
。

　

堂
ビ
ル
の
意
匠
は
、建
築
概
要
に
は「
近
世

当初の完成予想図である「大阪ビルデ
ィング株式會社建築全景」（1920年）。
9階建て、大きさは同じだが、角のアール
などディテールが実際とは異なる。

日
米
オ
ー
ル
ス
タ
ー
で

設
計
に
当
た
る
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
を

先
取
り
す
る
建
築
。

『大阪行幸記念空中写真帖 週刊朝日増刊』（朝日新聞社・1929年）より。当時の中之島周辺の風景。黒い瓦屋根の中、白い堂ビルが浮き上がって見える。

堂島ビルヂング

大阪市役所

中之島

堂島

堂
ビ
ル

　
　
　
年

物
語
。

1
0
0
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式
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
時
代
的
に
は
ネ

オ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
あ
た
り
に
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
玄
関
の
ア
ー
ル
や
塔
屋
の

幾
何
学
的
な
あ
し
ら
い
は
、
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン

や
ア
ー
ル
デ
コ
に
近
い
と
言
え
る
。
創
立
趣

意
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
完
成
予
想
図

（
P
4
）は
、
西
南
の
角
が
ア
ー
ル
に
な
っ
て

お
り
、ア
ー
ル
デ
コ
調
で
あ
る
が
、最
終
設
計

案
は
直
線
的
に
な
り
、
さ
ら
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
に
近
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

御
堂
筋
や
堂
島
川
か
ら
見
る
と
長
方
形
に

見
え
る
堂
ビ
ル
だ
が
、
裏
側
に
回
る
と
か
な

り
様
子
が
異
な
る
。
そ
も
そ
も
敷
地
が
半
円

状
に
カ
ー
ブ
を
描
い
て
お
り
、
直
線
的
で
は

な
い
ば
か
り
か
、
3
階
よ
り
上
は
凹
型
に
な

っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
立
地

と
関
係
し
て
い

る
。
も
と
も
と

堂
ビ
ル
の
裏
手

は
、
か
つ
て
は

蜆し
じ
み

川
（
曽
根
崎

川
）
か
ら
堂
島

川
に
至
る
先
端

部
分
だ
っ
た
。

つ
ま
り
堂
島
の

東
端
の
土
地
が

堂
ビ
ル
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
の
周
辺
の
土

地
は
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）の

キ
タ
の
大
火
で

焼
け
、
蜆
川
も

大
火
で
出
た
瓦

礫
で
埋
め
ら
れ

て
い
っ
て
い
た
。

そ
の
土
地
を
最

初
に
購
入
し
た

の
が
神
戸
の
鈴

木
商
店
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

3
階
以
上
が
凹
型
な
の
は
、
も
と
も
と
上

階
に
ホ
テ
ル
を
造
る
予
定
で
あ
っ
た
た
め
、

個
室
を
増
や
し
、
採
光
の
必
要
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
側
の

部
屋
の
窓
か
ら
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
堂
ビ

ル
の
造
り
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や
自
由
の
女
神
で

も
採
用
さ
れ
て
い
た
、
オ
ー
チ
ス
製
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
７
基
導
入
し
、
そ
れ
ら
を
収
納

す
る
屋
上
の
塔
屋
は
、
機
能
的
な
デ
ザ
イ
ン

の
中
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ

し
、
そ
れ
ら
は
過
度
に
装
飾
的
で
は
な
く
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
し
て
の
環
境
と
設
備
の
充

実
が
主
眼
に
置
か
れ
て
い
る
。『
株
式
会
社

堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
建
築
概
要
』（
1
9
2
3

年
）
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

「
堅
固
な
る
組
立
の
上
に
軽
快
な
る
ビ
ジ
ネ

ス
ル
ー
ム
の
提
供
」
を
目
的
と
し
た
ビ
ル
だ

っ
た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
構
造
的
に
は
、
資
金
不
足
か

ら
鉄
骨
を
使
わ
ず
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
に
な
る
な
ど
、
技
術
的
に
も
資
金
的
に
も

多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

川
辺
の
軟
弱
地
盤
の
た
め
２
２
０
０
本
に
及

ぶ
松
杭
を
基
礎
に
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は

１
８
０
０
立
坪
に
及
ぶ
大
量
の
川
砂
が
使
わ

れ
て
い
る
。
現
在
、
川
砂
は
採
取
が
制
限
さ

れ
て
い
る
が
、
塩
害
が
な
く
強
度
が
高
い
。

　

当
時
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
現
場
で
つ
く
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ず
非
常
に
貴
重
で
あ
っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
や
ポ
ン
プ
車
な

ど
は
な
い
の
で
、
現
場
で
混
ぜ
合
わ
せ
、
上

ま
で
吊
り
上
げ
、
各
部
分
に
管
で
流
し
込
ん

で
い
く
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
作
業
が
行
わ

れ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、

床
、
柱
、
梁
な
ど
の
構
造
部
分
で
、
壁
面
な

ど
は
レ
ン
ガ
に
タ
イ
ル
、
漆
喰
な
ど
で
造
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
建
築
と
は
比

べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
分
厚
く
、
今
で
も

堂
ビ
ル
の
中
に
入
る
と
厚
い
層
で
囲
ま
れ
て

い
る
と
い
う
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
延
べ
12
万
8
０
０
０
人
の
職
人

を
動
員
し
、
工
期
20
ヶ
月
を
か
け
て
、
大
正

12
年（
１
９
２
３
）7
月
に
開
館
し
た
。そ
の

2
ヶ
月
後
の
9
月
1
日
、
関
東
大
震
災
が
起

こ
り
、
堂
ビ
ル
の
上
階
で
も
揺
れ
が
感
じ
ら

れ
た
と
い
う
。
東
京
の
鉄
骨
造
の
建
築
も
大

き
な
被
害
が
あ
っ
た
た
め
、そ
の
後
、鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
が
主
流
と
な
る
、
構
造
的
に

も
堂
ビ
ル
は
時
代
を
先
取
り
し
て
い
た
の
だ
。

建設工事中の堂島ビルヂング。膨大な
数の職人が工事の大半を手作業で行
った。

左上／玄関両側に3基ずつ設置されたオーチス製のエレベーター。右上／地下の大食堂。後に、堂ビルが直営した。左下／3階
の図面。東側が凹型となり、小部屋が増える。右下／1階の図面。店舗のスペースを作るため、南北の通路が中央に来ている。

膨
大
な
人
力
に
よ
る

建
設
工
事
。
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堂
ビ
ル
を
彩
っ
た
テ
ナ
ン
ト
た
ち
。

大
大
阪
の

文
化
セ
ン
タ
ー
！

 堂ビル女学院
女性教育の先駆けと
なった憧れの学校。

　海外のホテルを参考に、当初計画から上階はホテルにする予定で
あった。当初7、8階は堂島ホテルとして経営されていたが運営会社
の解散後、堂ビルホテルに名称を変更し直営となった。まだまだ洋
式ホテルが少ない中、大小200余りの客室数を誇り、日本風呂・洋式
風呂、和食・洋食などに対応。
　当初より、外国人客でも不自由しないよう、「パブリック・サー
ビス社」と提携し、各地ホテル、交通機関の交渉などツー
リストビュロー的な機能も持っていた。堂ビル
編集の旅行ガイド等も発行
したり、当時、流
行りだしたホテル内
の神前結婚式・披露
宴なども行えるよう
になっていた。
　小出楢重の《街景》

（1925年）は堂ビルホテ
ルと思われる高層階か
ら西側を、石井柏亭の《中
之島（堂島川）》（1928年）
は東側を描いたとされる。

　堂ビルの中で最もユニークな活動は堂ビル女学院に代表される、
各種の女性向けの学校の開設・運営だろう。昭和恐慌で空いた２・
３階の貸事務所を学校にし、洋裁・割烹・書道・華道・茶道・タイ
プライターなど、戦後の専修学校や短大に先行するカリキュラムを
つくっていた。喜造自身が校主となっており、少しずつ職業婦人が
増える中、女性教育に対しても先見の明があった。

　当時「花嫁学校」と呼ばれたが、そもそも片岡鉄平の小説
『花嫁学校』のモデルは、堂ビル家庭専修学院（後の女学院）

に他ならない。系列の「堂ビル割烹学院」は、後に辻学園
日本調理師学校（現辻学園調理・製菓専門学校）を開設
する辻徳光が校長となるなど、一流講師を集めていた
のも特徴である。また、洋裁学院は大阪市の最大規模
であり、「洋裁界の最高峰」と自認し、あわせて1,000
人以上の在学生を抱えていたという。
　卒業生には夭折した女優・原静枝や戦後、デザイナ

ー・ジャーナリストとして活躍したマダム・マサコがい
る。昭和12年（1937）に大半を廃校にしたが、洋裁学院
は神崎川のほとりに新校舎とともに移転して継続された。

 堂ビルホテル

さまざまなカリキュラム
があったが、洋裁は特
に有名だった。いわゆ
るモガの発信地だった
といえる。

外国人用に英語を併記した
パンフレットを発行していた。
大阪城天守閣が描かれてい
るため、昭和6年（1931）以
降の発行だと思われる。

外国人も泊まれる
ハイクオリティ。

6
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 清交社

 中山太陽堂

関西の実業家が
集う社交倶楽部。
　当初ビルの最上階の8・9階がホテルの予定であったが、大正12年

（1923）、関西の実業家たちが社交倶楽部をつくりたいという意思を
堂ビルに告げ、交渉の結果、9階が社交倶楽部、7・8階がホテルと
なった。その社交倶楽部が現在まで続く名門「清交社」である。
　　清交社は、福澤諭吉が東京に創立した「交詢社」の流れを汲み、

学閥によらず幅広い人材を集めるため多くの関西の実業家を
募った。その結果、社員数は戦前1,500名を超え、小林一三や
若き日の松下幸之助など大大阪を担う優秀な人材を擁した。
　初代理事長の高石真五郎は慶應出身で大阪毎日新聞社の後
の会長兼主筆であるが、海外特派員などを経たため、世界情勢
に詳しく、戦後、多くの近代建築が接収される中、GHQと交渉
し免れたというエピソードがある。また、高石は戦前からIOC
委員に選ばれるほどスポーツ界に影響力を持っており、清交社
でベルリン・オリンピック出場選手の歓迎会を開催したり、海外
のアスリートが堂ビルに宿泊するなどしている。
　清交社は、戦後も堂ビルの象徴的存在であったが、平成11年（1999）
に全日空ホテル（現ANAクラウンプラザホテル大阪）内に移転した。
愛着があった社員が堂ビルにできるだけ近い場所を探したという。

大正モダンを牽引した
コスメ＆文化拠点。
　5階の全フロアには、化粧品会社の中山太陽堂（現クラブコスメ
チックス）の創業20周年を記念した中山文化研究所が開設され、女
性文化や教育、美容などの最先端の研究が行われた。女性文化研究
所、整容美粧研究所、口腔衛生研究所、児童教養研究所の4部門あり、
美容や口腔衛生などの最新の施術・治療設備が整い、文化的な講演
も数多く行われた。
　中山太陽堂の創業者・中山太一は博覧会や飛行機などを使った大
胆な広告宣伝で知られ、大大阪で一番目立つ堂ビルも最大限活用。
ビルの屋上には中山太陽堂の「クラブ白粉」の広告がつけられていた。
　また、中山太陽堂の系列会社にあたる、伝説の出版社として知ら
れるプラトン社が大正14年（1925）の半年間、4階に事務所を構え
ている。その当時は、川口松太郎や直木三十五が編集部におり、著
名な連載陣の中に、関東大震災後に関西に移ってきた谷崎潤一郎が
いた。谷崎は大阪朝日新聞で連載中断となった『痴人の愛』を、プ
ラトン社の文芸誌『女性』で再開。堂ビル入居時代に脱稿した。プ
ラトン社の『女性』や高級娯楽誌『苦楽』の図案を担当したのは、
両誌のタイトルロゴを制作し、装丁家としても活躍した山六郎や、
日本のグラフィックデザイナーの先駆けである山名文夫だった。

中山文化研究所・
プラトン社

上／児童教養研究所の様子。
中／屋上広告。下／プラトン
社発行の『女性』（表紙：山
六郎）と『苦楽』（山名文夫）
提供／（株）クラブコスメチックス

上／小林一三（右から
2番目）を迎えた会合。
昭和6年（1941）。下
／毎月発行されていた
清交社の会報誌。昭
和11年（1936）の表
紙は堂ビルのイラスト。
提供／清交社

昭和11年（1936）、
ベルリン・オリンピッ
ク歓迎午後会。中
央が高石真五郎。

堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
で
、興
味
深
い
の
は
初
期
の
テ
ナ
ン
ト
で
あ
る
。１
階
は
銀
行
や
森
永
製
菓
の
店
舗
、郵
便
局
な
ど
が
入
居
し
、

2
階
が
堂
ビ
ル
百
貨
店
、地
下
に
食
堂
、7
、8
階
に
ホ
テ
ル
、9
階
に
は
社
交
倶
楽
部
、屋
上
庭
園
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、女
学
院
や
女
性
向
け
の
研
究
機
関
や
出
版
社
が
入
居
し
、ビ
ル
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
。

堂
ビ
ル
は
単
な
る
貸
事
務
所
で
は
な
く
、大
大
阪
の一大
文
化
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
の
だ
。

7
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戦
後
、
堂
ビ
ル
は
ど
の
よ
う
に
歩
ん
だ
の

だ
ろ
う
か
。

　

昭
和
22
年（
１
９
４
７
）、喜
造
の
死
後
、

息
子
の
喜
久
雄
が
継
ぐ
が
、昭
和
24
年
（
１

９
４
９
）、
42
歳
の
若
さ
で
急
逝
。
そ
の
た

め
孫
に
あ
た
る
弱
冠
22
歳
の
昭
一
が
三
代
目

社
長
と
な
り
戦
後
の
堂
ビ
ル
を
牽
引
し
た
。

　

空
襲
で
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も

の
の
、
戦
時
中
の
供
出
に
よ
り
、
多
く
の
設

備
が
な
く
な
り
、
戦
後
は
ま
た
貸
し
な
ど
が

横
行
し
た
た
め
「
闇
ビ
ル
」
と
言
わ
れ
た
時

も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
処
理
し
、昭
和
34
年（
１

９
５
９
）
～
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）
に
全

面
を
大
改
修
、
設
備
も
一
新
し
た
。
当
時
の

写
真
を
見
る
と
、
三
つ
窓
を
ア
ル
ミ
製
の
ガ

ラ
ス
サ
ッ
シ
で
一
つ
に
し
、
水
平
軸
を
強
調

し
て
お
り
、
意
匠
的
に
も
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

の
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
に
入
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お

い
て
被
災
。
躯
体
は
問
題
な
か
っ
た
が
、
多

く
の
ガ
ラ
ス
が
落
ち
た
た
め
、平
成
８
年（
１

９
９
６
）
～
平
成
11
年
（
１
９
９
９
）、
2

回
目
の
大
改
修
工
事
を
実
施
し
、
外
壁
を
ガ

ラ
ス
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
に
一
新
。
中
央
管

理
空
調
か
ら
個
別
空
調
に
し
、
O
A
対
応
の

設
備
も
完
備
し
た
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

外
観
は
初
代
の
外
観
を
意
識
し
、
ネ
オ
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ア
ー
ル
デ
コ
調
の
凹
凸
の
あ

る
幾
何
学
的
な
意
匠
、
原
点
回
帰
で
垂
直
軸

を
強
調
し
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
も
さ
ま
ざ

ま
な
装
飾
が
施
さ
れ
、
風
格
と
最
新
の
機
能

を
併
せ
持
っ
た
ビ
ル
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

１
９
２
０
年
代
に
設
計
し
た
た
め
各
部
屋

が
狭
く
、
テ
ナ
ン
ト
が
成
長
し
て
出
て
い
く

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
Ｉ
Ｔ
系
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
人
数
が
少
な
い
企

業
に
と
っ
て
格
好
の
間
取
り
と
な
っ
て
い
る
。

躯
体
は
頑
強
に
造
ら
れ
、
外
観
と
設
備
は
常

に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
変
貌
し
て
い
く

様
子
は
、
喜
造
の
残
し
た
遺
伝
子
で
あ
る
と

同
時
に
、
ビ
ル
の
一
つ
の
理
想
形
と
い
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
風
格
は
、
中

で
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
一
番
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。

　
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
近
代
建
築
の
中

で
、
堂
ビ
ル
ほ
ど
の
規
模
の
も
の
は
全
国
的

に
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
あ
っ
た
と

し
て
も
外
側
の
意
匠
の
み
を
残
し
た
、
い
わ

ゆ
る
「
腰
巻
き
保
存
」
が
多
い
。
堂
ビ
ル
は

真
逆
で
、
意
匠
や
設
備
は
時
代
に
合
わ
せ
て

変
化
し
、
躯
体
は
竣
工
当
時
の
ま
ま
「
生
き

て
い
る
」
の
だ
。
も
う
一
つ
の
「
生
き
た
建

築
」
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
ほ
し
い
。

昭和の大改修後に制作されたポストカード。当時流行の水平線が強調され、イメージも設備も一新した。

10月講座①「生きた建築ナイト2019」
対談／倉方俊輔（大阪市立大学准教授・建築史家）髙岡伸一（近畿大学准教授・建築家）

11月講座「秋から冬が旬！ の百舌鳥･古市古墳群」
トーク／山田幸弘（藤井寺市世界遺産登録推進室長）橘 泉（堺市博物館学芸員）郡 麻江（ライター）

 「イケフェス大阪2019」にて、堂島ビルヂングも大公開！
　10月26・27日に開催される「生きた建築ミュージア
ム大阪2019」では、堂島ビルヂングも特別公開。3階
の株式会社堂島ビルヂングのオフィスでは、竣工時
のビルの巨大な模型が見られるほか、貴重な資料・写
真も並ぶ。また、堂ビル6階にある島民プレスのオフ
ィスも公開。みなさまのお越しをお待ちしています！

「生きた建築ミュージアム大阪2019」堂島ビルヂング公開
日程／10月26日（土）・27日（日）　時間／10:00AM～4:00PM
場所／3階：株式会社堂島ビルヂング オフィス　6階：602号室（株式会社140B）、金庫室
◎詳しくは9月20日頃から発売予定の公式ガイドブックやwebサイトなどで確認を。

時
代
の
変
化
に
応
じ
て

生
ま
れ
変
わ
る
。

堂
ビ
ル

　
　
　
年

物
語
。

1
0
0
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募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。
複数名でご参加希望の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号　「ナカノシマ大学」受付係　FAX.06-6484-9678
※先着順で受付後、随時受講票をお送りします。※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

特集で取り上げた
堂 島ビルヂング

（P2～）や会場であ
る中之島三井ビル
も今年から公開に
参加。期待大！

高橋さんが企画する、
世界の最新歴史映画
が登場する「京都ヒスト
リカ国際映画祭」の記
念グッズをプレゼント！

「Walkin’ About」を題材にした山納
洋さんの新刊『歩いて読み解く地域
デザイン』（学芸出版社）も販売します。

◎詳しい開催情報はナカノシマ大学のwebサイトで随時更新していきます。

https://nakanoshima-daigaku.net/
ケータイや
スマホからは
こちら！→

お問い合わせ
☎06-6484-9677

（ナカノシマ大学事務局） 

◎お申し込み受付中の講座

日程／2019年9月12日（木）　時間／7:00PM～8:30PM頃（開場6:30PM）
会場／大阪府立中之島図書館 別館　受講料／1,800円　定員／80名
主催／ナカノシマ大学事務局　協力／学芸出版社

9月講座「ハズさない！ 街歩きの達人レッスン」
講師／山納 洋（大阪ガス近畿圏部都市魅力研究室室長）9/12（木）

　2014年から「Walkin’ About」という街歩きを開催している山納洋さん。ガイドと一緒に決められたコースをめぐるので
はなく、参加者が自由に街を歩き、それぞれの発見や体験を語り合うのだそうです。そんな一風変わった街歩きを60回以
上にわたって開催し、関西各地を歩き回ってきた山納さんが、どんな街でも楽しい発見をしながら歩ける方法を伝授します。

日程／2019年10月2日（水）　時間／7:00PM～8:30PM頃（開場6:30PM）
会場／中之島三井ビル4階［CUIMOTTE nakanoshima］　受講料／2,000円（ワンドリンク付き）　定員／150名　
主催／ナカノシマ大学事務局　協力／三井不動産　三井不動産ビルマネジメント

日程／2019年10月12日（土）　時間／2:00PM～3:30PM（開場1:30PM）
会場／堂島ビルヂング 9階ホール　受講料／2,000円（記念品付き）　定員／80名
主催／ナカノシマ大学事務局　協力／東映京都撮影所

10/2（水） 10月講座①「生きた建築ナイト2019」
対談／倉方俊輔（大阪市立大学准教授・建築史家）髙岡伸一（近畿大学准教授・建築家）

　毎年恒例、「生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪」の見どころや大阪の建築の魅力を
語り合います。今年の会場は中之島三井ビル4階の食堂。今月リニューアルされたばかりの最新
の空間で、毎年パワーアップするイケフェス大阪の楽しみ方を、みんなで共有しましょう。

10/12（土）10月講座②「世界に誇れ！ 日本の時代劇」
講師／高橋 剣（東映京都撮影所スタジオ事業部長）

　世界の映画シーンに大きな影響を与えてきた日本の時代劇。今回は、長きにわたり東映撮影
所で映画制作に携わってきた高橋剣さんがご登場。時代劇の歴史や大阪が舞台の作品、さらに
はあのスターの意外な一面など、現場経験者ならではの秘話をたっぷり明かしていただきます。

◎今後の予定（10/1（火）よりお申し込み受付開始）

11/8（金） 11月講座「秋から冬が旬！ の百舌鳥･古市古墳群」
トーク／山田幸弘（藤井寺市世界遺産登録推進室長）橘 泉（堺市博物館学芸員）郡 麻江（ライター）

日程／2019年11月8日（金）　時間／6:45PM～8:45PM（開場6:15PM）　会場／相愛大学 本町キャンパス内　受講料／2,000円（お土産付き）　定員／180名
主催／ナカノシマ大学事務局　特別協力／相愛大学人文学部　協力／堺市　藤井寺市　後援／歴史街道推進協議会

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト
9─11月

NAKANOSHIMA UNIVERSITY COMMUNICATION

残席わずか！

祝！ 世界遺産

映画祭との
連動企画

毎年恒例の
大人気講座！
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天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

◉
ご
注
意
事
項

※
受
講
料
は
当
日（
5・45 

PM
～
）、繁
昌
亭
入
場
口
脇
の

　
「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
各
公
演
の
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、

　

予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

※
詳
し
い
開
催
情
報
は
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
の

　

w
e
b
サ
イ
ト
で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
／
9
月
25
日（
水
）

開
演
時
間
／
6・30 

PM
〜

（
開
場
6・00 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・45 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円

（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

●
お
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
P
9
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
／
10
月
25
日（
金
）

開
演
時
間
／
6・30 

PM
〜

（
開
場
6・00 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・45 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円

（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

●
お
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
P
9
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
／
11
月
25
日（
月
）

開
演
時
間
／
6・30 

PM
〜

（
開
場
6・00 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・45 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円

（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

●
お
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
P
9
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
お
題【
大
工
】

 「
金
剛
の

堂
宮
大
工
た
ち
」

◉
お
題【
親
子
】

 「
け
っ
た
い
な

親
子
」

◉
お
題【
浪
花
百
景
】

 「
上
方
落
語

百
景
」

落
語 

桂
米
輝
「
擬
宝
珠
」　

　
　

 

桂
あ
さ
吉
「
鷺
と
り
」　

　
　

 

笑
福
亭
生
喬
「
竹
の
水
仙
」　

　
　

 

林
家
染
二
「
子
は
鎹
」　

　
　

 

笑
福
亭
呂
鶴
「
天
王
寺
詣
り
」

鼎
談「
落
語
と
時
代
小
説
」

　
　

 

ゲ
ス
ト 

木
下
昌
輝
（
小
説
家
）

　
　

 　

島
幸
次
（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　

 

桂
春
若

落
語 

月
亭
遊
真「
親
子
酒
」　

　
　

 

笑
福
亭
た
ま「
近
日
息
子
」　

　
　

 

笑
福
亭
伯
枝
「
佐
々
木
裁
き
」　

　
　

 

桂
米
二
「
親
子
茶
屋
」  

　
　

 

笑
福
亭
福
笑「
桃
太
郎
」 

鼎
談「
親
ほ
ど
厄
介
な
モ
ノ
は
な
い
」

　
　

 

ゲ
ス
ト 
久
坂
部
羊
（
小
説
家
）

　
　

 　

島
幸
次
（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　

 

桂
春
若

落
語 

桂
り
ょ
う
ば「
阿
弥
陀
池
」　

　
　

 

笑
福
亭
喬
介「
崇
徳
院
」　

　
　

 

笑
福
亭
純
瓶
「
桜
の
宮
」　

　
　

 

桂
九
雀
「
淀
の
鯉
」　

　
　

 

露
の
都「
初
天
神
」 

鼎
談「
錦
絵
を
読
み
解
く
」

　
　

 

ゲ
ス
ト 

橋
爪
節
也
（
大
阪
大
学
教
授
）

　
　

 　

島
幸
次
（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　

 

桂
春
若

　

今
回
は
、鼎
談
ゲ
ス
ト
の
木
下
昌
輝
さ
ん
の
新
刊『
金

剛
の
塔
』
に
ち
な
ん
で
、
堂
宮
大
工
さ
ん
や
四
天
王
寺

が
登
場
す
る
落
語
が
勢
揃
い
。

　

親
子
の
間
で
は
何
か
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
も
の
。

と
な
る
と
、
落
語
の
ネ
タ
に
も
な
り
や
す
い
わ
け
で
。

ほ
の
ぼ
の
と
し
つ
つ
も
可
笑
し
い
親
子
の
落
語
が
並
ぶ
。

九
月
席

十
月
席

十
一
月
席

お
申
し
込
み
受
付
中

お
申
し
込
み
受
付
中

笑福亭呂鶴

笑福亭福笑

林家染二

桂米二

十
月
一
日
（
火
）
よ
り

お
申
し
込
み
受
付
開
始
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大阪水上バス株式会社企画宣
伝部課長。ミナミの劇場プロデ
ューサーを経て、関西・大阪21
世紀協会にて大阪の文化事業
に関わる。2010年より現職。

　仕事柄、年間に何十誌というガイド
ブックとクルーズ情報のやり取りをす
るのですが、その中で、ちょっとした
楽しみがあります。それは送ってくだ
さった掲載誌を眺めて、街の情報を知
ること。グルメや雑貨など、よく知っ
ているお店もあれば初めて知るお店も
あり、ついガイドブックのマップ上で
妄想散策してしまいます。街に親近感
を感じさせるガイドブックってすご
い！ 僕なんて「老舗」の情報を見る
とすぐに行ってみたくなります。
　落語家の故２代目桂春蝶さんは、道
頓堀にあるうどんの老舗［今井］のき
つねうどんがお好きだったそうです。
ただ、食が細く１杯を食べきることが
できないために、楽屋から出前を頼む
時は麺は少なめで、「きつねうどんの
きつね抜き」とお願いしていたと、と
ある芸人さんから聞かせていただきま
した。最初からお揚げさんがのってい
ない「素うどん」ではなく、いったん
お揚げさんをのせて箸でジュワジュワ

してから取り出すのだそう
です。ほんのり甘い香りと
味を感じるのが良いらしい。
ただ、講談師の話なので、
ホントかウソかはわかりま
せんが……。
さて、道頓堀といえば、土・
日・祝だけの限定クルーズ
になりますが、大阪城公園
にある港と道頓堀にある港
を繋ぐ「アクアmini 大阪
城・道頓堀コース」がおす
すめです。大阪の二大人気
スポットを30人乗りの小型
船でご案内。たまに私も操
船しているんですよ。船内
でもガイドブックを片手に
次の目的地を探しているお
客様がたくさんおられて、

「どこのたこ焼きがおすす
め？」「一番おいしいお好
み焼きはどこ？」とかよく聞かれます。

「きつねうどんのきつね抜きクルーズ」
なんてやれば、人気クルーズになった
りして（どんなんや？）
　ガイドブックを参考に、少し街を深

掘りしつつ、オリジナル穴場クルーズ
を楽しんでみませんか？

「大阪妄想クルーズ
中級編」

☎0570-035-551　http://suijo-bus.osaka/

アクアmini

水辺で会いましょう
大阪水上バス・岸田俊徳の

乗下船港●
アクセス●

出航時間●
乗船料金●
予　　約●

八軒家浜船着場
京阪電車・大阪メトロ谷町線 天満橋駅下車すぐ
※チケット売場は京阪電車 天満橋駅 西改札横
①17:40／②18:10／③18:40（所要時間：約25分）
大人1,500円／こども（小学生）750円
大阪水上バス アクアライナー 予約センター（9:00～17:00）
☎︎0570-035-551

浪華三大橋をはじめ、大阪市中央公会堂や大阪城のライトアップ、
剣先公園の大噴水、建ち並ぶビル群など、中之島周辺はミナミの
繁華街とは違う、水と光が織りなす大阪都市の美しい風景。世界
に誇れる中之島の夜景を巡る期間限定の贅沢なクルーズです。

NAKANOSHIMA NIGHT VIEW CRUISE Have a twinkle night 
with AQUABUS.

2019.10.01 Tue ─ 11.30 Sat
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N A K A N O S H I M A  I N F O R M A T I O NN A K A N O S H I M A  I N F O R M A T I O N

R E N E W A L

　

中
之
島
三
井
ビ
ル
が
２
０
０
２

年
の
竣
工
以
来
初
と
な
る
大
規
模

な
リ
ュ
ー
ア
ル
を
果
た
す
。
島
民

的
に
大
ニ
ュ
ー
ス
な
の
は
４
階
の

食
堂
。
こ
れ
ま
で
は
ビ
ル
で
働
く

人
た
ち
の
ラ
ン
チ
の
場
所
だ
っ
た

が
、
こ
れ
を
機
に
朝
か
ら
夜
ま
で

の
営
業
と
な
り
、
ビ
ル
以
外
の
人

で
も
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

　

朝
か
ら
夜
ま
で
営
業
し
て
お
り
、

ラ
ン
チ
は
も
ち
ろ
ん
モ
ー
ニ
ン
グ

や
デ
ィ
ナ
ー
も
Ｏ
Ｋ
。
フ
ー
ド
メ

ニ
ュ
ー
だ
け
で
な
く
お
酒
も
充
実

し
て
お
り
、
バ
ー
と
し
て
も
使
え

る
と
い
う
の
は
と
て
も
嬉
し
い
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
重
視

し
た
の
は
「
つ
な
が
り
」。［C

U
I 

M
O
T
T
E

］
と
い
う
関
西
弁
ぽ
い

店
名
が
示
す
よ
う
に
、
飲
食
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
ワ
ー
カ
ー
同
士

や
中
之
島
の
人
々
が
こ
こ
で
出
会

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
動

き
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
電
源
やW

i-F
i

を
完
備
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
も
使
え
る
だ
け
で
な
く
、

約
２
０
０
０
冊
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

も
併
設
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
も
常

駐
し
て
い
る
と
い
う
。

　

最
近
の
働
き
方
改
革
の
流
れ
を

ば
っ
ち
り
体
現
し
た
よ
う
な
新
し

い
空
間
。
ま
ず
は
朝
の
コ
ー
ヒ
ー

で
も
、
帰
り
が
け
の
１
杯
か
ら
で

も
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

［CUIMOTTE nakanoshima］（中之島三井ビル4階）
営業時間／8:00AM～9:00PM　定休日／土・日・祝日　

9月 中之島三井ビルが大規模なリニューアル。
4階食堂は新しい「つながり」の場に。R E N E W A L

B O O K

　

各
地
で
街
歩
き
が
流
行
っ
て
い

る
。
あ
る
い
は
、
自
然
災
害
へ
の

対
策
か
ら
地
域
防
災
に
目
が
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
共
通
す

る
の
は
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

へ
の
関
心
の
高
ま
り
だ
。

　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
の
近
刊
『
図

説 

京
阪
神
の
地
理
』
は
、
そ
う
し

た
街
の
な
り
た
ち
へ
の
興
味
を
多

面
的
に
深
め
て
く
れ
る
一
冊
だ
。

大
阪
・
京
都
・
神
戸
の
３
つ
の
大

都
市
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の

か
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
解

説
。
地
図
や
統
計
資
料
が
ぎ
っ
し

り
詰
ま
っ
た
教
科
書
仕
様
の
内
容

だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
信
頼
で
き
て

面
白
い
。

　

本
書
を
読
め
ば
納
得
で
き
る
こ

と
だ
が
、
都
市
が
生
ま
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
地
形
や
気
候
な
ど
の

自
然
条
件
や
各
時
代
の
政
治
的
状

況
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
ま
た
、

都
市
の
盛
衰
や
人
口
の
増
減
に
は

産
業
構
造
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
変

化
、
観
光
な
ど
の
要
因
も
関
わ
っ

て
く
る
。
街
の
な
り
た
ち
に
は
い

く
つ
も
の
要
素
が
絡
み
合
っ
て
い

る
の
だ
。

　

調
査
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
を
一

つ
ず
つ
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
の
が

人
文
地
理
学
で
あ
り
、
本
書
の
テ

ー
マ
で
も
あ
る
。
関
西
の
３
大
都

市
に
特
化
し
た
内
容
で
は
あ
る
が
、

こ
の
本
を
補
助
線
と
す
れ
ば
、
地

元
の
街
を
さ
ら
に
よ
く
知
る
手
が

か
り
に
な
る
は
ず
だ
。

新刊
B O O K

『図説 京阪神の地理
─地図から学ぶ─』
山口覚ほか著

（2,500円＋税・ミネルヴァ書房）

京阪神の3都市を、人文地理学で読み解く。
街歩きや地域防災の教科書にもぴったり！
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　中之島まちみら
い協議会の活動の
柱の一つに、毎年
開催しているフォ
トコンテストがあ
ります。中之島の
美しい風景をたく
さんの人に知って
もらおうと始まっ
たもので、今年で
第14回目を迎えま

した。今回のテーマは、「世界とつながる中之島」です。
大阪の国際交流の中心地を目指して、さまざまなプロジェ
クトが進む中之島。その魅力を世界へ届けるべく、中之島

N A K A N O S H I M A  I N F O R M A T I O NN A K A N O S H I M A  I N F O R M A T I O N

R E C T U R E F O R U M

の素晴らしいシーンを広く募集します。
　最優秀賞に選ばれた方（1名様）には、ダイビル本館に
あるレストラン［BOOCHiC］のお食事券を差し上げます。
その他、優秀賞（5名様）にも豪華な賞品をご用意してい
ます。フォトコンテストを通じ、中之島まちみらい協議会
とみなさんが「つながる」ことも楽しみにしています。た
くさんのご応募をお待ちしています！

第14回 NAKANOSHIMA-STYLE.COMフォトコンテスト
●Instagram応募の場合　スマートフォンにInstagramをインストールしてアカウント
を開設し、公式アカウント「nakanoshima_ style」をフォローし、写真を投稿する。投
稿時にはコメント欄には作品タイトルと撮影場所・撮影月を記載し、ハッシュタグは

「#中之島フォトコン2018」「#中之島」を記載。
●メール応募の場合　撮影したデジタルデータをメールに添付してoubo@
nakanoshima-style.comへ送信。ファイル形式は JPEG（2MB以下）、メールに、
作品タイトル・ニックネーム・撮影 場所・撮影月を記載。 
写真撮影期間／2018年12月～2019年10月　募集期間／10月31日（木）まで 
◎詳しい応募方法や過去の優秀作品は下記のHPにて

2018年度最優秀賞「no music no life」

中之島まちみらい協議会だより 第2回 「フォトコンテストを開催します!」

https://www.nakanoshima-style.com/

9月・11月 10月

中之島の地域情報サイト

　

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
で
は
、

歴
史
・
文
化
や
経
済
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
展
示
や
講
演
を
開
催
し
て
い
る
。

　

９
月
と
１１
月
に
か
け
て
行
わ
れ

る
「
大
阪
の
産
業
・
経
済
を
知
る
！
」

は
大
阪
府
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ

る
大
阪
産
業
経
済
リ
サ
ー
チ
＆
デ

　

第
４４
回
目
と
な
る
京
阪
・
文
化
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、「
京
阪
沿
線
の
城
と

歴
史
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
京
街
道

や
京
阪
沿
線
の
城
に
注
目
す
る
。

　

講
演
で
は
、
戦
国
時
代
の
城
郭

史
が
専
門
の
中
西
裕
樹
さ
ん
が
、

「
水
と
歴
史
と
天
下
を
つ
な
ぐ
京
阪

沿
線
の
城
」
を
解
説
。
京
阪
沿
線

の
城
に
つ
い
て
の
歴
史
な
ど
を
語

る
。
ま
た
、
大
阪
城
天
守
閣
の
研

究
副
主
幹
・
宮
本
裕
次
さ
ん
は
「
大

阪
城
と
天
満
橋
・
八
軒
家
」
に
つ

い
て
講
演
す
る
。
京
へ
の
舟
運
の

拠
点
だ
っ
た
八
軒
家
を
取
り
上
げ
、

城
と
川
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
主
任
研
究
員

が
、
直
近
の
デ
ー
タ
や
調
査
結
果

を
元
に
大
阪
の
産
業
の
特
徴
や
ビ

ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

商
都
と
呼
ば
れ
る
大
阪
の
リ
ア
ル

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

データを元に、
大阪のビジネスの今
を読み解く連続講座。

沿線の「城」を
掘り下げる
京阪・文化フォーラム。

中之島スタイル.com

島民のための中之島情報をお届け!

R E C T U R E F O R U M

「大阪の産業・経済を知る！」
日程／
第1回 9月11日（水）講師：松下隆

「大阪産業・経済の特徴って？
『なにわの経済データ』から読み解く」
第2回 9月25日（水）講師：越村惣次郎

「アジアの活力を取り込む中小企業」
第3回 11月13日（水）講師：天野敏昭

「多様な人材の雇用と活躍について」
第4回 11月27日（水）講師：山本敏也

「地域の『稼ぐ力』を高める仕組みづくり」
時間／毎回6:30PM～8:00PM
会場／大阪府立中之島図書館 別館 2階
参加費／無料　定員／各50人
◎申し込み方法など詳細は図書館のHPにて
https://www.library.pref.osaka.jp/
site/business/r1-orcie-seminar.html

第44回京阪・文化フォーラム
日時／10月26日（土）
1:00PM～4:00PM（予定）
会場／OMMビル1階 グラン101・102
参加費／前売1,000円　当日1,200円
定員／230名
◎申し込み方法など詳細は
京阪電車主要駅で配布の
チラシまたはHPにて
http://www.okeihan.net/
navi/culture/
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出町柳

石山寺

坂本
比叡山口

三条

衹園
四条

七条

宇治私市

京
阪
本
線

び
わ
湖
浜
大
津

龍谷大前
深草
（深草※）丹

波
橋

中
書
島

御
陵

石
清
水
八
幡
宮

（
八
幡
市※

）

参
道
ケ
ー
ブ
ル

（
男
山
ケ
ー
ブ
ル※

）

枚
方
市中之島線

交
野
線

宇
治
線

天
満
橋

北
浜

淀
屋
橋

京
橋

なにわ橋大江橋渡辺橋

中
之
島

（
大
阪
国
際
会
議
場
）

樟
葉

 

ケーブル八幡宮口
（八幡市※）

ケーブル八幡宮山上
（男山山上※）

京津線

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

　

石い
わ

清し

水み
ず

八
幡
宮
の
創
建
は
貞
じ
ょ
う

観が
ん

元
年
（
８

５
９
）。
都
の
鬼
門
を
守
る
比
叡
山
延
暦
寺

に
対
し
、
裏
鬼
門
を
守
る
国
家
鎮
護
の
社
と

し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
由
緒
あ
る
古
社
で
す
。

天
皇
や
上
皇
の
行
幸
は
２
４
０
回
以
上
に
及

び
、伊
勢
神
宮
に
次
ぐ「
第
二
の
宗そ

う

廟び
ょ
う」と

も

称
さ
れ
た
ほ
ど
。
日
本
三
大
八
幡
宮
の
一
つ

に
も
数
え
ら
れ
、
源
氏
一
門
の
氏
神
と
し
て

信
奉
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に
は
、

本
社
10
棟
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
9
月
15
日
の
「
勅

ち
ょ
く

祭さ
い 

石
清
水
祭
」
は
、

創
建
4
年
目
に
「
石
清
水
放ほ

う
じ
ょ
う
え

生
会
」
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。「
勅
祭
」
と
は
、
天
皇
の

使
者
で
あ
る
勅

ち
ょ
く

使し

が
遣
わ
さ
れ
る
祭
り
の
こ

と
。
京
都
の
葵
祭
、
奈
良
の
春
日
祭
と
並
ぶ

三
大
勅
祭
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
石
清
水
八
幡
宮
で
は
、
秋
の
収
穫

に
感
謝
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
11
月
23
日

（
祝
）
の
「
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
」
ほ
か
、
9
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
祭
典
行
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
他
に
も
10
月
1
日
～
11
月
30
日
の
期

間
は
、
七
五
三
詣
の
ご
祈
祷
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
（
予
約
不
要
・
詳
し
く
は
H
P
に
て
）。

　

京
阪
電
車
で
は
、
今
年
６
月
に
石
清
水
八

幡
宮
の
参
道
と
な
る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
車
両

デ
ザ
イ
ン
を
18
年
ぶ
り
に
一
新
。
片
方
が
上

る
と
片
方
が
下
る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
太
陽
と

月
に
見
立
て
、そ
れ
ぞ
れ
「
あ
か
ね
」
と
「
こ

が
ね
」
と
い
う
愛
称
を
設
定
し
ま
し
た
。
男

山
の
紅
葉
を
上
か
ら
見
下
ろ
せ
る
旅
は
ま
さ

に
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
ぴ
っ
た
り
。
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
神
聖
な
山

に
登
る
の
も
楽
し
そ
う
で
す
。

淀屋橋（大阪）⇔出町柳（京都）　特急停車駅（淀屋橋・北浜・天満橋・京橋・枚方市・樟葉・中書島・丹波橋・七条・祇園四条・三条・出町柳）
400円・500円　（別途乗車券が必要です。なお、その他の車両は従来どおり乗車券のみでご乗車いただけます。）
予約専用サイト「プレミアムカークラブ」または特急停車駅のインフォステーション等で「プレミアムカー券」をお買い求めください。
https://www.keihan.co.jp/traffic/premiumcar/　京阪電車お客さまセンター☎06-6945-4560（9時〜19時※土・日・祝日は17時まで）

運転区間
料金
予約方法
詳しくは

石清水八幡宮
勅祭 石清水祭

国
宝
・石
清
水
八
幡
宮
の

祭
り
を
体
験
し
よ
う
。

大
阪
─
京
都 

プ
レ
ミ
ア
ム
な
旅
だ
よ
り
秋

プレミアムカーで、心地よい旅を。
ゆったりくつろげる指定席で、快適な時間をお過ごしください。

　祭典は午前２時にスタート。山上の御本
殿から３基の御鳳輦（神輿）が約500人の
神人（お供）とともに山麓の頓宮に下り、同
日夕方に山上に還幸します。松明や提灯に
照らされる儀式はまるで王朝絵巻のよう。一
生に一度は見ておきたいお祭りの一つです。

午前3時、山上の
御本殿から頓宮に
向かう「神幸の儀」。

デザイン&駅名も一新!
 「石清水八幡宮参道ケーブル」。
　ケーブルカーの車体は石清水八幡宮の社殿の朱と金、京
阪特急伝統の赤・黄のツートンカラーの組み合わせをモチー
フにした。10月1日からはケーブルカーへの乗換駅である八幡
市駅が「石清水八幡宮駅」に駅名変更し、ダイレクトにつなが
る印象に。これに合わせてケーブルカーの通称は男山ケーブ
ルから「石清水八幡宮参道ケーブル」に変更。駅名は八幡
市駅は「ケーブル八幡宮口駅」、男山山上駅は「ケーブル八
幡宮山上駅」にそれぞれ変更された。

※2019年9月30日までの駅名・通称
※○は特急停車駅
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京阪本線

なにわ橋駅

大江橋駅
渡 辺橋駅

筋
町
上

 
ort

e
M

 
ak

as
O

線
筋
堂
御

大阪市
中央卸売市場

江之子島文化芸術
創造センター

橋
後
肥

筋
わ
に
な

筋
町
屋
松

筋
堂
御
新

川
堀
横
東

川
大

筋
橋
満
天

筋
橋
神
天

ホテル京阪
天満橋

谷町四丁目駅
堺筋本町駅本町駅

中
之

島
駅

中崎町駅

新福島駅
福島駅

阪神本線

福島駅

大阪駅

阿波座駅

曽根崎通
大阪天満宮駅

中央大通

土佐堀川

土佐堀通

堂
島

川

大阪城
天守閣

大阪府庁

大阪歴史
博物館

大阪商工会議所

本町通

愛日
会館

御霊神社

中之島
センタービル

大阪国際会議場

住友病院

リーガロイヤルホテル

大阪科学技術館

大阪大学中之島センター

阪急百貨店

阪急
梅田駅

阪神梅田駅

天満駅 桜ノ宮駅

JR大阪環状線

北新地駅

駅
田
梅

駅
田
梅
東

駅
田
梅
西

適塾

大阪天満宮

扇町
公園

東洋陶磁美術館
大阪市中央公会堂

靱公園

駅
浜
北

駅
橋
屋
淀

駅
橋
満
天

駅
町
森
南

駅
町
扇

OMMビル
（P13）

大阪府立中之島図書館 別館（P9、13）

日本銀行
大阪支店

大同生命
大阪本社

天満天神繁昌亭（P10）

ダイビル本館

中之島
フェスティバルタワー

朝日放送
テレビ・ラジオ

国立国際美術館

大阪市立科学館 ホテル京阪
淀屋橋

大阪倶楽部

筋
町
谷

筋
堺

 o
rt

e
M 

ak
as

O

線
筋
堺

O
saka M

etro 
線
橋
つ
四

筋
橋
つ
四

筋
堂
御

 o
rt

e
M 

ak
as

O

線
町
谷

Osaka Metro 中央線

Osaka Metro 谷町線

JR東西線CUIMOTTE
nakanoshima

（中之島三井ビル4F）
（P9、12） 堂島ビルヂング

（P2～9）

アートエリアB1

相愛大学
本町キャンパス

（P9）

大阪
市役所

八軒家浜船着場
（P11）

9/12
ナカノシマ大学

開催!

10/12
ナカノシマ大学

開催!

10/2
ナカノシマ大学

開催!

11/8
ナカノシマ大学

開催!

●京阪グループ　京阪電車主要駅／京阪特急プレミアムカー／ホテル京阪 淀屋橋／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ／パナンテ京阪天満橋／京阪シティモール／京阪モール 
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／大阪高裁内ブックセンター／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・天満橋店／清風堂書
店／西日本書店／ブックスタジオ／文教堂書店 淀屋橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅田店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブ
ラリー／朝日放送テレビ・ラジオ／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市立東洋陶磁美術館／大阪
市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪歴史博物館／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャ
ンパス／北御堂／くすりの道修町資料館／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／芝川ビル／市立住まい情報センター／適塾／ドーチカ／中之島香雪美術館／ホテルNCB／立命館大阪オフィス／
龍谷大学大阪梅田キャンパス　［店舗・医院など］アサヒスーパードライ梅田／江戸前鰻料理 志津可／cafe大阪茶会／co-ba nakanoshima／天満橋鍼灸整骨院／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／
大西洋服店／喫茶カンターロ／喫茶SAWA／喫茶星霜／グランスイート中之島／黒門さかえ／The Court／五感 中之島ダイビル店／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビ
ル店／じろう亭／Girond's JR／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／たまがわ鍼灸整骨院／デニムマッドネス／パストラーレ／平岡珈琲店／白灯／ビルマニアカフェ／feu feu／FOLK／フレイム
ハウス／丸福珈琲店 中之島ダイビル店／ミニジロー／吉田理容所 
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店・天王寺ミオ店／喜久屋書店 阿倍野店／ジュンク堂書店 難波店／福島書店／丸善 髙島屋大阪店／柳々堂／ルーブル書店
　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］アートアン
ドクラフト／オールドリバー／御舟かもめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　 
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／枚方蔦屋書店／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／
大阪大学 21世紀懐徳堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／豊中市千里文化センター「コラボ」／野村呼文堂／Mamma／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　クロスロードカフェ／ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／宝塚市立中央図書館／奈良県立図書情報館／百練／八幡市立男山市民
図書館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）／かもめブックス（新宿）

◎『島民』はここでもらえます。

最新号の発行と同時に、ひとつ前の号がweb上で閲覧できるようになります。創刊号から見たい方はこちらから。https://nakanoshima-daigaku.net/about/tomin/

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーが見られます。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／大迫 力（株式会社140B）
編集・発行／島民プレス　若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　松本 創　道田惠理子　山國恭子（株式会社140B）
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号　TEL.06-6484-9677　FAX.06-6484-9678
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）　デザイン／山﨑慎太郎　表紙イラスト／奈路道程　印刷／佐川印刷株式会社

●島民2019年冬号 Vol.132は12月1日発行です!
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